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JAPAN OPTIMIST
DINGHY ASSOCIATION




	報 告 者
	クラブ　広島セーリングスクール　　学年　９　　氏名　高竹義樹    

	大 会 名
	アジア選手権大会

	開 催 地
	シンガポール

	大 会 期 間
	2011/8.22~30

	セールNo
	JPN 3142
	最 終 順 位
	48


	気温、水温

ウエアについて


	海パンとラッシュガード、強風でもパドジャケ一枚で十分
スコールがたまに来る（スコールが来る前に少し風が強くなる）

	　海面（湖面）の

　特徴や風の傾向
	風は基本的に周期風。しかし、一度風がなくなってから吹き出すまでにどんどんまわっていくことがある。
波はチョッピーであまりうねることはない

潮がとても強い。事前の情報ではいろいろな海流がながれこんでくると聞いていたが、とくになかった。

風に関係なく潮は強い。（大会期間中の潮はずっと同じ方向だった）

	　セッティングで

注意したこと
	波の感じがいつも練習している広島と似ていたので、いつも通りのセッティングにした。
（角度とスピードがとれるように）

ガラミのクラスルールを破らないよう気をつけた。

	　セーリングで

　注意したこと


	小さなシフトと大きなブローに気をつけた。
ひとつのシフトで少しずつ差がついてしまうのでとくに気をつけた。



	　海上で練習した

こと
	・３～４人であわせて右海面、左海面を別に走ってみる。
・ブローやラルに入りにいって風の感じを見ておく。

・数人で同じタックで同じ方向をずっと走ってみるスピードあわせ　　　　　など

	　実際のスベリは

　どうでしたか？


	他国の選手に走り負けることは特になかったが、他国の選手は角度をとったときのスピードがとてもよかった。

	　スタートは、

　どうでしたか？


	みんなとても声を出します。
有利サイドがぐちゃぐちゃになるので、その少し横からでました。

	　コース戦略は

　どうでしたか？


	スタート後の２シフトぐらいで集団ができていたからスタートのポジションが大事だと思った。
トラッキングを見てみたらそこでタックしていたら集団の前を通れたという展開がたくさんあったことに気がつきました。

	　自分より上位の

　選手との違いは？


	クローズ
・かなりスピードとＶＭＧとピンチモードを使い分けていた。

・相手の位置と風の位置をよく見て、自分がマークに対してどこにいるのかということを考えてコースをひいているように見えた。
・トップになったときのキープ力がとてもある。

アビーム

・ブローをとるために角度をつけて走る選手が多かった。

・上手な選手は集団（１０艇くらい）をマーク回航で抜いていた。

ランニング

・ランニングにもクローズのようにコース取り、コース戦略があるということを気づかされた。
・相手を抜く技術がすごい。（単純にスピードもあるが、コースで攻めてくる）

	　国内の練習で

　役立ったこと


	風を見ながら走ること
「ロングを走る」こと（クローズ）

	　国内の練習で

　足りなかったこと


	レイラインを見て走ること
上マークを見て走ること

潮について

	　印象に残った

外国選手は？
	チャンピオンのKimberly選手
　アビームが異常に速かった。

　風をよく見ていた。

	　今後の課題と

　目標は？
	もっと風をよく見て自分がマークに近づいているのか、いないのかということを考えて走るといことが必要だと思いました。
今後の目標は、「セーリングについてもっと知る」ということです。

	　ＪＯＤＡへの要望
	日本のＯＰセーラーにもっと海外へいけるチャンスをつくってほしいです。
経験を積むことが大切だと感じました。

	その他

来年参加者への

アドバイス等何でも
	他国の選手との交換するものはハチマキが一番人気でした。
ハチマキ一枚でヨットメーカーの帽子や服を交換してくれます。

トラッキングを見るととても勉強になります。


ご協力ありがとうございました　　　　　　　　ＪＯＤＡ海外派遣委員会

